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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

6.0
要求 100,292 100,292 51,198

区分
予算額

決算額

R6年度
予算案 ２月上旬公表予定 0

7.2

R5年度 0 82,861 0 82,861 40,171 6.5

R4年度 0 79,538 41,556 121,094 75,736 115,273

事業番号 02 09 01 事業改善シート（令和６年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

・コロナ禍の約３年間は県民が海外の人々と交流する機会が大きく減少し、現在は海外との往来が活発化している（令和４年外国

人入国者数：503.９％（R3年比））。

・このため、友好提携都市等と連携し、青少年の相互訪問交流や次代の国際交流を担う人材育成など各国との交流・協力を再拡大

していく必要がある。

海外の国や地域との交流を推進することで、友好関係を一層発展させるとともに、県民の国際感覚の醸成を図る

①国際関係パートナーシップの強化

pref.nagano.lg.jpkokusai

・【新】令和６年度に在ブラジル長野県人会創立65周年を迎えるブラジル・サンパウロ市、及び入植100周年を迎えるブラジル・アリアン

サ移住地を訪問し、記念式典に出席するとともに、現地の方々と交流

・ブラジル及びアルゼンチンの海外県人会の運営や各種事業に対し、補助金を交付

・【拡】長野県河北省友好提携40周年を契機として、河北省の訪問団を受入

・【拡】交流協力に関する覚書を締結した北京市と連携し、スキー交流や青少年交流、観光互恵協力を促進

・友好都市と青少年等の相互訪問交流を実施

②次代の国際交流を担う人材の育成など県民の国際感覚の醸成

・文化講座や海外への現地研修を実施し、大学生国際交流リーダーを育成

・国際交流員を小中学校や地域の講座等へ派遣

・国際交流員による自主企画イベントの開催、SNSでの情報発信

E-mail

実績 実績 推移

R6年度

目標値

移住・交流・多様なかかわりの展開

No.

3-1⑤

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 グローバル化推進事業費
部局 企画振興部 課・室 国際交流課

実施期間 不明 ～

達成

状況
目標値設定理由

R5年度

見込値 推移

③海外県人会との交流

単位
R3年度 R4年度

No. 指標名

年 数値

直近３か年の状況

年 数値

目標

年 数値

達成目標

（★印が付いているものは主要目標） 年 数値
単位

事業の活性化及び多様性を測るための指標として設定。

過去３年間（R3～R5）の平均値から同程度を維持する。

リピーターを獲得できる事業内容となっているかをモニタリングするた

めの指標として設定。すでに高水準の満足度を得ているため、この

水準を維持する4.7点を目標とした。

県民のニーズに応える事業内容となっているかをモニタリングするた

めの指標として設定。過去３年間（R3～R5）の平均値から同

程度の水準を維持する。

②-1

②-2

②-3
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4.0
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人

点

点

大学生国際交流ﾘｰﾀﾞｰの参加

人数

※R3は大学生サポーター数

大学生国際交流ﾘｰﾀﾞｰの満足

度（５段階）

国際交流員の派遣満足度

大学生交流リーダー河北大学への派遣



4 国際交流員設置事業

県民の異文化理解の促進や国際交流の機運醸成等を図るため、英語圏、中国及

び韓国出身の職員を配置し、教育機関や地域の講座等に派遣する直接

国際交流員派遣件数：170件

２月上旬公表予定

要求 11,023

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

2 河北省・北京市友好提携事業費
368 5,373

予算案

5 ウクライナ避難民支援事業

県内に滞在するウクライナ避難民の生活を支援するため、支援金の支給や市町村

など受入団体への助成を行う

事　業　名 グローバル化推進事業費

事業番号 02 09 01 細事業一覧（令和６年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

1

1

細事業

No.
細事業名

国際化啓発推進事業費

No.

要求

千円

33,574 34,625

千円 千円

２月上旬公表予定

33,680

部局 企画振興部 課・室 国際交流課

令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

中南米日系人社会及び中国河北省との相互協力関係を保つとともに、国際交流

親善に寄与するため、日本語や日本文化等を学ぶ研修員の受入れを行う

受入れ：１名（中南米）、５名（中国）

海外業務や外国人県民への対応のため、県の国際関連業務の通訳及び外国語に

よる資料の作成を行う

通訳翻訳件数：114件（英語）、78件（中国語）

直接

細事業を構成する主な取組

中国・中南米との青年交流事業

通訳職員設置事業

実施方法

直接3

R6年度

当初予算

R5年度

当初予算

R4年度

当初予算

予算案

2 国際関係パートナーシップ強化事業

委託 友好提携都市等との連携を強化し、相互理解を深めるとともに、観光・経済分野で

の相互利益創出するため、県内青少年との相互交流事業を実施

　・大学生国際交流リーダー育成

　・韓国江原道から職員を招へい

　・ミズーリ大学生の受入れ

直接

県内大学生中国派遣：１回、江原道招へい：１回、ミズーリ大学生受入れ：１回

補助金

支給対象：2人（見込）

研修期間：２か月

2
長野県河北省友好提携40周年記

念関連事業

直接 【拡】令和５年度に実施した友好提携40周年事業の成果を具現化するため、河

北省からの訪問団を受入れるとともに、新たに覚書を締結した北京市とスキー・青少

年交流事業を実施するほか、北京市政府関係者や観光関係者等との協力関係を

強化する

委託

負担金 河北省訪問団受入れ：１回　スキー・青少年交流事業：２回　北京市訪問：１回

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 中国大学生インターンシップ活用事業

長野県と河北省の青少年交流の一層の深化及び更なるネットワーク強化を図るた

め、中国河北大学の学生をインターンシップ生として受入れる直接



No.

4

1

２月上旬公表予定

定期総会の開催：各１回（そのほか役員会・行事の開催）

要求 15,993

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

3 海外県人会連携事業費
1,824 1,824

予算案

9,261
予算案 ２月上旬公表予定

要求 9,813

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

2
在ブラジル長野県人会創立65周年

等記念事業

直接 【新】在ブラジル長野県人会創立65周年、アリアンサ入植100周年を記念して、ブラ

ジル・サンパウロ市及びアリアンサを訪問し、記念式典に出席し祝意を表するととも

に、現地の方々と交流を行う委託

ブラジル訪問：１回

海外県人会運営費補助金

本県出身の移住者の移住先国の日系人社会の発展に協力し、本県との友好関係

を促進するため、ブラジル及びアルゼンチンの海外県人会の運営や各種事業に対し、

補助金を交付補助金

細事業

No.
細事業名

R4年度

当初予算

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
自治体国際化協会海外事務所派遣

事業

（一財）自治体国際化協会本部及び海外事務所に職員を派遣し、実務型の長

期派遣研修を実施直接

派遣職員：ロンドン事務所１名、クレア東京本部１名

自治体国際化協会職員派遣事業費
16,081

（一財）自治体国際化協会海外事務所７拠点の維持

千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和６年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 一般外事事務

負担金 県内自治体の国際化の推進及び教育現場での外国語教育の充実を図るため、

（一財）自治体国際化協会の海外事務所設置運営など整備に係る分担金の支

出や外国青年招致事業を実施直接

5 一般外事事務費
27,691 31,778

予算案 ２月上旬公表予定

要求 29,783

千円 千円


